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6月は﹁環境月間﹂

製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構

日常生活変革呼びかけ
ＣＯ2削減、ＭａａＳなど取り組みを

環境白書　もはや気候危機

　環境省は12日、2020年版環境白書・
循環型社会白書・生物多様性白書を発表
した。地球温暖化による自然災害が国内
外で多発しており、その阻止はまったな
しと警鐘を鳴らす。国の施策のほか、身
の回りからできる持続可能な取り組みを
「私たちの役割」として示すなどこれま
で以上に緊急性をにじませた。
　国内では一昨年の７月豪雨や昨年の台
風、大雨被害、海外ではオーストラリア
森林火災、インドやミャンマーなどでの
洪水被災が発生。このような災害は今後
一層高まり、気候変動ではなくもはや
「気候危機」と訴える。
　地球環境の危機を乗り越えるには、経
済・社会システムと日常生活のあり方を
変える社会変革の必要性を強調した。
　その一つが脱炭素社会づくりに向け
て、政府だけでなく個人レベルの取り組

　
日
本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
（
本
社
＝

東
京
都
千
代
田
区
、
加
納
尚
美
社
長
）

は
11
日
、
千
葉
県
市
川
市
の
「
Ｊ
Ｐ
Ｒ

湾
岸
市
川
デ
ポ
」
を
廃
止
し
、
千
葉
県

白
井
市
に
「
Ｊ
Ｐ
Ｒ
千
葉
白
井
」
を
新

設
し
15
日
か
ら
稼
働
し
た
。

　
デ
ポ
は
、
１
０
０
０
万
枚
を
超
え
る

レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
・
返

却
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

業
務
を
行
う
、
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
の
主
要
拠
点
。

　
新
規
開
設
す
る
「
千
葉
白
井
デ
ポ
」

は
、
関
東
エ
リ
ア
の
基
幹
拠
点
と
し
て

機
能
す
べ
く
、
同
社
最
大
の
生
産
能
力

と
車
両
処
理
能
力
を
有
し
て
い
る
。

　【
Ｊ
Ｐ
Ｒ
千
葉

白
井
デ
ポ
】
〒

２
７
０
―
１
４
２

２
、
千
葉
県
白
井

市
復
１
３
０
６
―

８
、
ナ
カ
ノ
商
会
白
井
物
流
セ
ン
タ
ー

１
Ｆ
、
電
話
０
１
２
０
―
８
０
１
０
―

11
、
受
付
時
間
（
祝
祭
日
を
除
く
）
平

日
９
～
16
時
、
土
曜
日
９
～
12
時
。

千
葉・白
井
市
に
デ
ポ

Ｊ
Ｐ
Ｒ

関
東
エ
リ
ア
基
幹
拠
点

木製パレット循環で
環境負荷削減に貢献

正
し
い
パ
レ
ッ
ト
の
活
用
を

促
す
岩
田
社
長

の
高
さ
に
匹
敵
す
る
と
い
う
。

　
現
在
、
約
６
割
が
共
同
回
収

さ
れ
て
い
る
が
、
回
収
で
き
な

い
製
紙
パ
レ
ッ
ト
が
あ
る
。
メ

ー
カ
ー
か
ら
納
品
さ
れ
た
製
品

が
、
取
引
先
な
ど
で
流
用
さ
れ

た
り
、
一
部
の
買
い
取
り
業
者

が
不
正
に
転
売
す
る
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
た
な
い
の
だ
。
そ
の
た

め
、
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
）

か
ら
各
メ
ー
カ
ー
は
社
名
と
要

返
却
の
文
字
を
刷
り
込
み
保
護

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
納
品
先
か
ら
見
れ
ば
、
パ
レ

ッ
ト
は
製
品
の
一
部
で
、
積
み

荷
が
無
く
な
れ
ば
自
由
に
利
用

で
き
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
の

が
問
題
。
岩
田
社
長
は
「
パ
レ

ッ
ト
の
所
有
権
は
製
紙
メ
ー
カ

ー
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
欲

し
い
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
や
回
収

業
者
と
連
携
し
、
取
引
先
へ
さ

ら
な
る
周
知
を
促
し
て
い
く
」

と
不
正
流
用
防
止
に
対
す
る
意

欲
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
悪
質
な
業
者
に

対
し
、
法
的
措
置
が
取
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
取
引
先
が
違
法

転
売
業
者
へ
横
流
し
す
る
行
為

は
、
民
法
で
定
め
る
業
務
上
横

領
罪
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
違
法
回
収
業
者
や

転
売
先
は
、
盗
品
譲
受
等
の
罪

に
問
わ
れ
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
損

害
賠
償
の
責
任
を
負
う
こ
と
が

あ
る
の
で
留
意
し
た
い
。

　
製
紙
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
シ
ス

テ
ム
が
、
持
続
可
能
な
物
流
を

支
え
て
行
く
た
め
の
重
要
な
位

置
づ
け
で
あ
る
こ
と
は
確
か

だ
。

構
」
が
設
立
さ
れ
た
。
１
９
７

６
年
（
昭
和
51
）
４
月
に
は
、

大
手
製
紙
パ
レ
ッ
ト
流
通
の
推

進
と
回
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
的
に
株
式
改
組
し
た
。
当
時

は
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
各
社
が
共

同
で
組
織
化
す
る
こ
と
は
画
期

的
な
こ
と
で
、
今
日
の
無
料
回

収
シ
ス
テ
ム
の
礎
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
、
大
手
製
紙
メ
ー
カ

ー
か
ら
委
託
さ
れ
た
指
定
回
収

協
力
業
者
の
デ
ポ
は
全
国
に
11

カ
所
。
再
利
用
可
能
な
製
紙
パ

レ
ッ
ト
を
回
収
し
、
メ
ー
カ
ー

別
に
仕
分
け
し
、
再
び
工
場
に

戻
す
仕
組
み
だ
。
製
紙
メ
ー
カ

ー
が
関
わ
る
コ
ス
ト
を
負
担
し

て
い
る
た
め
、
取
引
先
か
ら
の

回
収
は
無
料
。
新
規
に
パ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
よ
り
も
遥
か
に

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
、
経

済
的
に
も
環
境
面
で
も
貢
献
が

で
き
る
。

不
正
流
用
の

厳
格
化
求
め

　
同
社
が
取
り
扱
う
製
紙
パ
レ

ッ
ト
の
枚
数
は
、
２
０
０
８
年

度
の
５
２
５
万
枚
を
ピ
ー
ク

に
、
昨
年
度
は
４
５
３
万
枚
と

製
品
需
要
に
比
例
し
減
少
し

た
。
だ
が
、
そ
の
数
は
積
み
上

げ
る
と
、
富
士
山
１
２
０
個
分

　
今
や
物
流
効
率
化
に
不
可
欠

な
パ
レ
ッ
ト
。
昨
今
は
ホ
ワ
イ

ト
物
流
推
進
に
向
け
た
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
そ
の
利
用
が
増

え
て
い
る
。

　
一
方
、
使
用
さ
れ
た
製
紙
空

パ
レ
ッ
ト
の
回
収
を
行
い
、
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
且
つ
正
し
い
パ
レ

ッ
ト
の
利
用
を
促
す
べ
く
回
収

網
の
整
備
と
物
流
コ
ス
ト
の
削

減
、
木
材
資
源
の
再
利
用
に
努

め
る
組
織
が
あ
る
。

　
東
京
都
中
央
区
銀
座
に
本
社

を
置
く
、
製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構

（
岩
田
憲
明
社
長
）
で
は
、
製

紙
メ
ー
カ
ー
と
指
定
回
収
業
者

と
の
協
力
の
下
、
全
国
の
製
紙

パ
レ
ッ
ト
の
共
同
回
収
シ
ス
テ

ム
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
７

月
、
旧
通
産
省
所
管
の
「
産
業

構
造
審
議
会
流
通
シ
ス
テ
ム
化

推
進
会
議
」
の
答
申
を
受
け
、

「
製
紙
パ
レ
ッ
ト
共
同
回
収
機

共
同
回
収
シ
ス
テ
ム
確
立

基
準
を
満
た
さ
な
い

古
板
材
リ
サ
イ
ク
ル
も

　
製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構
と
の
連

携
の
下
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
の
回

収
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
日

本
パ
レ
ッ
ト
流
通
セ
ン
タ
ー

（
栗
城
弘
幸
会
長
・
栗
城
武
徳

社
長
）
で
は
、
関
東
地
区
の
指

定
回
収
協
力
会
社
と
し
て
、
市

川
市
高
谷
に
デ
ポ
を
置
き
、
そ

の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

　
先
代
が
製
紙
原
料
商
と
し
て

創
業
し
、
後
に
大
手
製
紙
メ
ー

カ
ー
の
依
頼
で
断
裁
加
工
業
を

営
ん
で
い
た
。
工
場
内
の
省
力

化
に
積
極
的
で
、
構
内
に
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
を
自
作
し
た
り
、

松
材
で
木
製
パ
レ
ッ
ト
を
自
ら

製
作
し
て
、
運
送
会
社
を
は
じ

め
、
貸
し
出
し
て
い
た
、
と
栗

城
会
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
し
か
し
、
貸
し
た
は
ず
の
木

製
パ
レ
ッ
ト
が
い
く
ら
待
っ
て

も
戻
っ
て
こ
な
い
。
再
び
パ
レ

ッ
ト
を
自
作
し
て
増
産
す
る

も
、
そ
の
コ
ス
ト
が
嵩
み
、
悩

ん
だ
と
同
時
に
製
紙
メ
ー
カ
ー

の
苦
労
を
認
識
し
た
。
今
か
ら

60
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
同
社
は
、
１
９
６
７
年
（
昭

和
42
）
頃
、
現
在
同
社
の
合
併

会
社
で
あ
る
江
戸
川
紙
工
業

が
「
パ
レ
ッ
ト
部
」
と
し
て
製

紙
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
後
に
、
製
紙

パ
レ
ッ
ト
機
構
の
前
身
で
あ
る

製
紙
パ
レ
ッ
ト
共
同
回
収
機
構

が
73
年
（
昭
和
48
）、
日
本
製

紙
連
合
会
に
発
足
し
た
の
を
機

に
、「
パ
レ
ッ
ト
部
」
を
独
立
さ

せ
新
会
社
と
し
た
。

　
同
社
市
川
事
業
所
で
取
り
扱

う
木
製
パ
レ
ッ
ト
は
、
２
０
０

８
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
年
間

約
80
万
枚
（
19
年
度
実
績
）
に

上
る
。
回
収
さ
れ
た
木
製
パ
レ

　
栗
城
社
長
は
「
使
用
者
に
対

し
、
回
収
の
お
願
い
を
し
、
相

互
理
解
を
求
め
て
行
く
し
か
な

い
。自
社
は
、あ
く
ま
で
委
託
さ

れ
て
い
る
身
な
の
で
強
く
も
言

え
な
い
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
場
合
は
、
製
紙
パ
レ
ッ

ト
機
構
を
通
し
て
、
要
望
を
含

め
交
渉
す
る
流
れ
を
取
っ
て
い

る
」
と
回
収
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
適
正
化
を
促
し
て
い
る
。

　
一
方
、
回
収
さ
れ
た
木
製
パ

レ
ッ
ト
の
中
に
は
、
輸
入
パ
レ

ッ
ト
や
指
定
メ
ー
カ
ー
以
外
の

物
が
混
在
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
構
内
で
は
パ
レ
ッ

ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て

い
る
が
、
基
準
を
満
た
さ
な
い

パ
レ
ッ
ト
も
出
て
く
る
。
こ
う

し
た
規
格
外
や
再
利
用
で
き
な

い
廃
用
パ
レ
ッ
ト
が
月
間
３
㌧

に
上
り
、
廃
棄
す
る
に
も
コ
ス

ト
が
か
か
る
と
い
う
。

　
そ
こ
で
、
中
古
パ
レ
ッ
ト
の

販
売
や
、
キ
ャ
ン
プ
の
燃
料
な

ど
の
需
要
が
高
く
、
手
頃
な
サ

イ
ズ
に
カ
ッ
ト
し
て
破
格
の
１

㌔
60
円
で
提
供
す
る
こ
と
を
始

め
た
。
中
に
は
、
１
０
０
㌔
単

位
で
の
注
文
も
あ
る
。

　
今
後
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
の
需

要
は
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

が
、
扱
い
量
が
製
品
需
要
量
に

相
対
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
で

あ
る
。
栗
城
社
長
は
「
自
社
と

し
て
小
規
模
林
業
に
着
目
し
、

間
伐
材
に
よ
る
パ
レ
ッ
ト
製
造

か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
」
と
付
帯
事
業
の

将
来
展
望
を
見
据
え
た
。

「関東の主要回収デポ」担う

さらなる回収率向上を目指し、意欲
を語る栗城社長（左）と栗城会長

穴あき、ひび割れなど、古板材と
して提供（左）、デポに集積され
たメーカー所有の木製パレット

　
ヤ
マ
ト
運
輸
（
栗
栖
利
蔵
社
長
）は
、

宅
配
に
特
化
し
た
日
本
初
の
小
型
商
用

Ｅ
Ｖ
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
日
本
物
流
団
体
連
合

会
の
第
21
回
物
流
環
境
大
賞
で
「
日
本

物
流
記
者
会
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
は
「
つ
な
ぐ
、
未

来
を
届
け
る
、
グ
リ
ー
ン
物
流
」
を
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
環
境
や
生
活
、

経
済
に
よ
り
よ
い
物
流
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
ヤ
マ
ト
運

輸
は
、
宅
配
に
特
化
し
た
小
型
商
用
Ｅ

Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
日
本
で
初
め
て
開
発
、

２
月
か
ら
関
東
圏
で
順
次
稼
働
さ
せ
て

い
る
。

　
Ｃ
О
２

排
出
量
や
大
気
汚
染
物
質
の

削
減
、
住
宅
街
で
の
騒
音
低
減
を
進

め
、
環
境
や
生
活
に
よ
り
良
い
物
流
へ

の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
２
月
か
ら
、
い

す
ゞ
自
動
車
と
協
力
し
Ｅ
Ｖ
ウ
ォ
ー
ク

ス
ル
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
モ
ニ
タ
ー
稼
働
す

る
な
ど
持
続
可
能
な
物
流
に
向
け
、
Ｅ

Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
引
き
続
き
推
進

し
、
Ｃ
О
２

削
減
や
大
気
汚
染
防
止
に

貢
献
す
る
。
ま
た
、
掲
げ
た
環
境
ビ
ジ

ョ
ン
を
体
現
す
る
べ
く
、
最
適
な
低
炭

素
車
両
の
開
発
と
導
入
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
、
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
な

ど
物
流
の
最
適
化
に
向
け
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

ヤ
マ
ト
運
輸

「
物
流
記
者
会
賞
」受
賞

小
型
商
用
Ｅ
Ｖ
導
入
で

原付二種「ＡＡカーゴβ４」（右）と
原付一種「ＡＡカーゴα４」

　
バ
ン
テ
ッ
ク
（
西
澤
正
昭
社
長
）は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
運
行
管

理
シ
ス
テ
ム
「
モ
バ
イ
ル
Ｔ
Ｍ
Ｓ
」
に

よ
り
〝
空
気
を
運
ば
な
い
〟
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
を
実
現
さ
せ
た
取
り
組
み
で
、
日

本
物
流
団
体
連
合
会
第
21
回
物
流
環
境

大
賞
の
「
物
流
環
境
負
荷
軽
減
技
術
開

発
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
運
行
状
況
や
積
載

率
を
可
視
化
。
効
率
的
な
輸
送
を
行
う

こ
と
で
Ｃ
О
２

排
出
量
を
削
減
し
、
地

球
環
境
の
負
荷
を
低
減
し
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。
待
機
時
間
削
減
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
も
取
り
組
み

の
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

況
な
ど
の
計
画
と
実
績
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
し
、
輸
送
効
率
の
向
上
に
活

用
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
の
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
発
着
地
で
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
勤
務
管
理
の
自
動
化
や
発
着
地
で
の

荷
台
の
積
載
状
況
を
〝
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
〟

で
判
定
す
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
間
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
た
情
報
交
換
を
促
進
し
、
デ

ー
タ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
状
況
、
変

化
点
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し

て
い
る
。

　
自
社
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
稼

働
状
況
、積
載
状
況
、ド
ラ
イ
バ
ー
発
信

情
報
な
ど
を
見
な
が
ら
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
計
画
変
更
な
ど
を
行
い
、
効
率
的
な

配
車
を
実
現
。
導
入
時
に
は
ト
ラ
イ
ア

ル
部
署
を
選
定
し
て
運
用
を
開
始
し
、

段
階
的
な
機
能
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、

利
用
拠
点
の
拡
大
を
実
施
し
て
い
る
。

　
可
視
化
さ
れ
た
荷
台
の
空
き
情
報
を

活
用
し
た
、
低
価
格
で
荷
台
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
ス
ぺ

ま
ち
」
を
昨
年
に
立
ち
上
げ
た
。
今
後

は
広
く
輸
送
会
社
に
も
開
放
す
る
。

〝
空
気
を
運
ば
な
い
〟輸
送
実
現

「
負
荷
軽
減
技
術
開
発
賞
」受
賞

バ
ン
テ
ッ
ク

環
境
や
生
活
に
よ
り
良
い
物
流
へ
貢
献

　
電
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ａ
ｉ
ｄ
ｅ
ａ

（
本
社=

東
京
・
港
区
、
池
田
元
英
社

長
）
は
15
日
、
屋
根
付
き
３
輪
電
動
ス

ク
ー
タ
ー「
ア
イ
デ
ィ
ア
Ａ
Ａ
カ
ー
ゴ
」

を
発
売
開
始
し
た
。
同
社
、
神
奈
川
県

相
模
原
市
に
あ
る
工
場
で
の
量
産
第
１

号
と
な
る
。

　
走
行
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
さ
ら
に
新
し
い
生

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
と
比
較
す
る
と
、

お
よ
そ
３
分
の
１
以
下
と
な
る
。
た
と

え
ば
ガ
ソ
リ
ン
車
の
場
合
、
燃
料
１
㍑

１
３
０
円
換
算
で
燃
費
が
１
㍑
あ
た
り

30
㌔
㍍
と
仮
定
し
た
な
ら
１
㌔
㍍
あ
た

り
４
・
３
円
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
電
動
車
は
電
気
１
㌔
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
で
電
費
１
㌔
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
20
㌔

㍍
と
し
た
場
合
、
１
㌔
㍍
に
か
か
っ
た

コ
ス
ト
は
１
・
３
円
と
な
り
、
化
石
燃

料
よ
り
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は
高
い
。

　
イ
タ
リ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
日
本

の
厳
し
い
品
質
管
理
の
も
と
生
産
さ
れ

た
。「
Ａ
Ａ
カ
ー
ゴ
」
は
使
い
や
す
く
、

外
観
も
美
し
い
。

　
今
回
は
、「
Ａ
Ａ
カ
ー
ゴ
α
４
」（
原
付

一
種
）
と
「
Ａ
Ａ
カ
ー
ゴ
β
４
」（
原
付

二
種
）
の
２
車
種
を
発
売
。

活
様
式
へ
の
対
応
と
し
て
関
心
が
高
ま

る
デ
リ
バ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
取
り

込
み
に
期
待
す
る
。
排
ガ
ス
が
出
な
い

の
で
食
品
と
い
っ
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な
配

送
に
適
す
る
。
始
動
音
や
ア
イ
ド
リ
ン

グ
音
が
な
い
た
め
住
宅
街
の
配
送
、
倉

庫
な
ど
屋
内
施
設
で
も
活
用
が
可
能

だ
。

　
Ｅ
Ｖ
の
燃
料（
電
気
代
）コ
ス
ト
を
ガ

みをあげる。その具体例として白書は、
2050年に温室効果ガスまたは二酸化炭
素（CO2）排出量の実質ゼロを目指すこ
とを表明する自治体の増加を紹介。建築
物環境エネルギー性能の検討制度、太陽
光発電の共同購入など先進的な取り組み
に対し国も支援する。　脱炭素社会は、
衣食住といった一人ひとりが取り組める
ことを示した。
　「交通と輸送」分野では、MaaSとい
った新しいサービスの実現、次世代自動
車への転換がCO2と大気汚染物質の排出
を一層低減するとしている。また宅配便
の再配達削減する「置き配」の取り組み
も上げた。
　快適で利便性高い脱炭素型のライフス
タイルを容易に選択できるよう環境整備
することが重要だと呼びかける。

内航船「省エネ格付け」公表
国交省申請２件に最高評価

　国土交通省は３月に内航船「省エネ格
付け」制度の本格運用を開始し、このほ

１～５つで評価を行う。
　申請事業者は、格付で客観的に船舶
の環境性能が評価さ
れ、環境対策に関心
のある荷主や消費者
等へ、環境性能のよ
い船舶を建造、運航
していることなど
PRできる。船体や
名刺、ホームページ
等で活用できるロゴ
マーク＝写真＝が使
用できる。
　国交省では同制度の普及等を通じて、
地球温暖化対策計画における内航海運の
CO2排出量削減目標（30年度で13年度比
157万トン削減）の達成を目指す。

ど申請のあった２件の内航船を審査、初
の格付けを行った。
　２件は青野海運、興亜産業の光令丸
（499トン、ケミカルタンカー）と本瓦
造船、松田汽船の興洋丸（498トン、ケ
ミカルタンカー）。いずれも、省エネ・
省CO2性能が極めて高い船舶として最高
ランク（５つ星）の格付を付与した。
　国交省は省エネ・省CO2に優れた船舶
の建造・運航をPRすべく、2017年７月
から船舶の省エネ・省CO2効果を「見え
る化」し、それを評価する「内航船省エ
ネルギー格付制度」の暫定運用を行って
きたところ、環境性能の評価手法の変更
等を行い３月から本格運用を開始した。
　格付の種類は申請船の環境性能を基準
値より何％改善しているかに応じて、星

トラ累積登録 5246事業所に
グリーン経営

　交通エコロジー・モビリティ財団が行

う環境にやさしいグリーン経営認証の５
月分は、トラック運送事業者で富士トラ
ンスポート（広島県福山市）が登録され
た。これによりトラック運送事業の累積
登録数は、2769社、3357件、5246事業
所となった。

ａｉｄｅａ

屋根付き３輪電動
スクーターを発売
燃 料
コストガソリンの３分の１

ッ
ト
は
、
メ
ー
カ
ー
、
サ
イ
ズ

別
に
仕
分
け
ら
れ
、
再
び
メ
ー

カ
ー
に
引
き
取
ら
れ
る
。

　
同
社
の
場
合
、
タ
イ
ム
ラ
グ

は
あ
る
が
、
毎
月
の
払
い
出
し

に
対
し
て
平
均
し
て
70
％
の
回

収
率
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
は
、
自
社
の
荷
役
で

流
用
、転
用
し
て
い
る
こ
と
が
、

回
収
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
物
量
の
低
下

に
伴
い
、
パ
レ
ッ
ト
の
囲
い
込

み
が
起
き
て
い
る
と
い
う
。

日
本
パ
レ
ッ
ト
流
通
セ
ン
タ
ー

　
ア
ナ
ロ
グ

手
法
で
管
理

し
て
い
た
運

行
状
況
や
積

載
率
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る

こ
と
で
、
走

行
車
両
の
位

置
、
積
載
状


